
ちょっと寄り道  その 27  登山禁止のウルル      1974年卒 飯山道久  

 

今回は「木」から離れて、周辺にも「木」がほとんどない岩山、オーストラリア中央部の世界遺産（複合遺産）ウルル

（エアーズロック）です。つい先日 2019.10.26 から登山禁止になり、今後は周辺観光のみ可能ということです。先住民

アボリジニの聖地であり、既に登山者数十名の死亡事故（滑落や心臓発作等）もあって、観光客の登山を禁止すべきとの

声から、2010 年に「登山者が来場者全体の 20％を下回るようになれば登山を禁じる」ということになり、それで 16％

程になった 2017 年に禁止を決定、このほど実施されたそうです。10 月 26 日はウルル所有権の先住民族への返還 34 年

記念日とのことです。登れなくなるかも知れないということで、2010 年に登頂してきたときの写真を紹介します。 

鉄分の多い砂岩で、登り口から山頂まで標高差 348ｍ、周囲 9km以上の一枚岩（同国マウント・オーガスタスに次い

で世界 2番目の大きさとのこと）で、「ウルル－カタ・ジュタ国立公園」内にあります。登山口には英語の他、日本語・

フランス語・スペイン語・ドイツ語・イタリア語・中国語で警告看板が立っていました。何人もの死者が出ていること

と、夜間、3時間以内の雨や嵐の予測、標高 2500 フィート（約 750m）で最高風速 25ノット（約 12.8m/s）の風、雲

が山頂より低い、気温 36℃以上の予報、救助作業中、及び伝統的所有者から文化的理由の要請時が、通行禁止とのこと

でした。濡れれば滑り、気温が上がるとフライパンのようになるそうで、国立公園を管理するレンジャーの当日・現地で

の指示に従わなければならず、旅行会社のツアーでも、午前・午後、または翌日等、遣り繰りして登頂の可能性を増す行

程が組まれていました。登山には 1人 1000cc 以上の飲料水携行が求められ、もちろん履物にも制約がありました。 

傾斜が一番緩いところに登山口がありますが、それで 

も 45°を超えるところもあり鉄の鎖が設置されていまし 

た。その先は山頂まで白線の破線が引かれていて迷うこ 

とはありませんが、深さ数ｍの溝の登り下りもあり、さ 

らに足を滑らせばアウトというようなところもありまし 

た。山頂部では 360°の展望が効き、カタ・ジュタ（マ 

ウントオルガ）を始め、遥か遠くに岩山が幾つか見えま 

すが、その他は海抜 500ｍ程のただただ平坦な乾燥地帯 

が地平線まで広がっていました。日本では見られない光 

景を堪能することができました。 

  

登山口の看板   ここを登る      鎖場 



  

      白線（破線）に沿って登る              深い谷に向かっても、柵や手摺はない 

  

            カタ・ジュタを望む                       山頂 

 隣の岩山カタ・ジュタ（「多くの頭」の意）までは直線距離で約 30kmですが、途中にアボリジニの掟で女人禁制のエ

リアがあり、それを避けて大きく迂回して道路が作られていました。周辺は赤茶けた砂漠地帯、潅木がちらほらある程度

で、カンガルーや元来オーストラリアにはいなかった外来種で野生化したラクダが生息しているようです。 

＜google 地図参照＞ https://www.google.co.jp/maps/@-25.3448749,131.0323601,44m/data=!3m1!1e3 

      山頂付近：ストリートビューで、山頂標識の上面の文字も見られます。 

  
    ウルルの縁を回る Mala Walk にある洞窟壁画          カタ・ジュタ 海抜 1,066m 

 

夕照ウルル鑑賞  

 この年の 6月 13 日には、ウルルから南東800km程のウーメラ付近に、日本の小惑星探査機

「はやぶさ」のカプセルが小惑星「いとかわ」の砂を持って帰還しています。月より遠い天体に

着陸して地球に帰還した世界最初の探査機で、本体は同時期に大気圏へ突入し、流星のような発

光現象を伴って燃え尽きたとのことです。旅行計画時には少し期待していましたが、残念ながら

1週間程のずれで見ることは出来ませんでした。オーストラリアの旅行には、東から西へのコー

スがお勧めです。時差が 2時間ありますので、その分だけ途中での行動時間が長くなります。                

（写真撮影：2010.06.05-06）         （2020.01.01） 

 

 

https://www.google.co.jp/maps/@-25.3448749,131.0323601,44m/data=!3m1!1e3


築理会ホームページにお立ち寄りの方にちょっと寄り道・道草して頂こうと、2017 年 11 月から始めた「道草ギャラ

リー」ですが、3度目の年越を迎えました。「その 24」までほとんど木材利用建築物の紹介で、「その 25」からは建築物

以外も含めて「おもしろ〇〇」としていましたが、さらに今回から頭を「ちょっと寄り道」に変更しました。築理会員の

方々が、自由なテーマで投稿できる「ギャラリー」になる一助になればと思っております。     （2019.12.25） 


